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「宗教」から「神話」へ

社会学。社会変動。多文化共生。対話。ポジショナリティ。マイノリティ。外国につな

がる子供たち。近年めまぐるしく変容を見せつつある社会や人々について学習し行動する

塩原良和研究会。そんな環境の中で私が取り組みたい研究のキーワードは「宗教」だ。私

はまず宗教と社会学に関連する書籍の研究から始めた。

＜先行研究の整理＞

井上, 順. (2002). 宗教社会学のすすめ. 東京: 丸善.

この文献では、日本や世界において宗教というものがどういう状態にあるか、人々が宗

教をどうとらえているかなどを紹介しつつ、宗教社会学という分野の紹介を兼ねて宗教的

観点から社会の構造を研究しようとしている。

そのなかで印象的だった記述のひとつに、ひとつの宗教の研究に関するフレームワーク

が、異なった対象宗教にもあてはまるような研究のケースもあるという記述があった。

文献内で紹介されているのは、キリスト教に関する宗教的な役割が、他の宗教の役割と重

複することもあるというものだった。その記述では、ひとつの文化圏で培われた宗教社会

学的なものの見方は、他の宗教文化圏にも適用可能なことが多いという内容が記されてお

り、例えば、キリスト教における教会の役割は、イスラム教ではモスクが、仏教であれば

寺院が果たしていたり、牧師や神父の役割をヒンドゥー教では司祭が、仏教では僧侶が果

たしていたりといったけ内容が紹介されている。

以上のような記述を読み、このような切り口から研究を進めることも有効ではないかと

考えるに至った。

私の研究内容としては、ゼミに入る以前のイメージとしては、上記で取り上げたような

複数の宗教の要素を比較し、その中で独自の視点から共通点や差異を探そうと考えていた。

しかしその後、ゼミを通じて一年間勉強し、全くバックグラウンドの異なるふたつの宗教

を同じ土俵で比較することが、果たして有効なのだろうか、という疑問に行きついた。

この文献を読む以前の私の考えは、いくつかの宗教を比較するよりは、ひとつの宗教を深



掘りしてその内部で様々な役割や仮説を見つけ出していければいいのではないかというも

のであったのだが、この文献にて宗教社会学の現場にて実際にそういう研究方法が用いら

れているということを知り、こういった研究方法を自分のなかで排除する前に、もう一度

しっかりと調べてみる必要があるのではないかと感じた。比較研究しているような文献や

論文を調べた後、それでも違和感を覚えるようであればひとつの宗教に集中する方法にし

たいし、もし比較に対して自分が納得できる新たな視点があるのであれば、そういった方

法も用いながら研究を進めたいと考えるようになった。

その一方で、この文献内においても、近年の宗教社会学的な研究ではマクロな視点から

様々な要素を包括的に見ようとするものよりも、ひとつの対象に長期間密着したり深掘り

したりする方法が主流になってきていると記述されていた。

いずれにせよ、塩原ゼミで培った自分の考え方にそぐわないような研究方法は用いたく

ないので、まずはどういった研究報告の内容になるのかについてイメージを沸かすことが

できるように、様々な文献に触れていきたい。

また、今回の文献では日本国内の宗教の実態に関して印象的な記述が記載されていた。

宗教色が非常に弱く、クリスマスとお正月を両方楽しむような世界でも独特な文化を持っ

た日本という国だが、果たして日本という社会、日本人という人種は、宗教に対して寛容

であるのかどうか、という視点だった。

確かに日本ではいくつかの宗教的要素が習合したケースが多く見られ、宗教という概念

に対してはフレキシブルな考えを持っているのではないかという印象は受ける。

しかし、本書においては、そういった日本人が宗教に対して寛容であるというイメージも、

本質的にはとても限定的で縛られている宗教に対するものの見方の実情があるという指摘

がされていた。

日本人は文化として、自分たちの生活に影響をもたらさないものや考え方にかんしては

比較的寛容になる傾向が強い。今まで存在していたものが守られるのであれば、その外部

でなにか異なった文化の存在があったとしてもあまり気にしない。その一方で、自分たち

の共同体の文化や「しきたり」とずれたり、それを壊したりするような存在には警戒心を

抱くことが多いという。仮に新しく外部からやってきた宗教が自分たちの今まで培ってい

た文化や習わしを崩すものであれば、それを排除しようとする強い運動は起こりやすいと

いう。日本人は宗教に対して寛容であるというイメージが強い一方で、実は視点を変えて

みると、ひとつの見えないルールに則って複数の宗教的伝統が組み込まれているだけであ

るという考え方もできるのだ、とこの文献を通じて勉強することができた。

そういったなかで、「自覚的信仰としての宗教」と「習俗としての宗教」という概念も非

常に興味深かった。日本においては「自覚的信仰としての宗教」、つまり私はキリスト教で



す、私は仏教ですといった形でひとりひとりが自分の信仰する宗教を強く自覚しているケ

ースは少ない。しかし、伝統的宗教の考え方の一部が、習俗として本人の考え方の一部に

なっているというケースは非常に多い。例えば、死後の世界の存在であるとか、霊の存在

や輪廻の概念など、その発想が生まれた直接の宗教を信仰していなくても、一部の考え方

を信じるという事例が紹介されていた。

「自覚的信仰としての宗教」は、教会や寺院が継承を果たしてきたのに対し、「習俗とし

ての宗教」は共同体や家が継承してきた。さらに、今ではマスメディアという存在が一度

に多くの人々の意識に習俗を根付かせるということもできるようになり、宗教に関する自

覚的信仰や習俗が著しく変容していく過程にあるのかもしれない。

＜神話＞

マルコム・デイ著 ; 山崎正浩訳(2011). 図説ギリシア・ローマ神話人物記 : 絵画と家系図で描く 100

人の物語. 大阪 : 創元社

宗教というキーワードでその多様性に基づく差異や影響、変容などについて研究を進め

ていたが、宗教という無限の形が存在する概念を、どこかにボーダーラインを設けて括り、

その特徴や性質などを論じようと考えていた従来の自分の発想に対して、研究を進めるに

つれて抵抗感を抱くようになってきた。

宗教といってもその概念には明確な定義はなく、差異や変容を論じようとしてもその多

様性は無限に存在する。あるグループを括り、「ここのグループはこういう性質がある」「こ

このグループとここのグループはこういう違いがある」などと論じるのは、ひとつのグル

ープ内に存在する僅かだがとても重要な個性や多様性をむりやり押し殺してしまうのでは

ないかと感じた。書籍を通じて、たとえばキリスト教ならキリスト教の、仏教なら仏教の

概要や歴史を学ぶことはできるが、実際に生身の人間に会ってその人にその人自身の信仰

の話を聞けば、もちろんすべてが教科書どおりであるわけではない。ひとりひとりに独自

のバックグラウンドがあって、その人なりの考えや捉え方があって、人に触れ合えば触れ

合うほど、人の数だけ宗教は存在するのかもしれない、ということを強く実感した。

多様性を尊重し、個性やアイデンティティを抑圧から護るという塩原ゼミの基本姿勢に

立ち返れば、従来私が取り組もうとしていた方法では限界を感じるようになった。

そこで可能性を見出したのが、神話であった。

宗教は人間一人ひとりの中に宿るものであるが、神話はひとつの定まった形で存在する



ものであり、その性質を論じてもなにかの存在を否定することにはつながりにくい。宗教

というくくりで考えていたときは、「この特徴はこういうことが言えるかもしれない！」と

思っても、「いや、こういう立場の人はこう考えるかもしれない、一概には言えないな・・・」

といった具合に、視点の多さ故に自分がすべての事実を包括した何かひとつの主張をする

ことがとても困難であった。しかし神話は、形を変えない。人によってその解釈に差が出

てくるかもしれないが、物語自体の内容は定まったままずっと存在している。変な言い方

をすれば、神話を論じることで抱く「誰も傷付けない感」が自分にはすごくしっくりきた。

方向性としては、特定の神話について論じたり、数種類の神話に基づいて論じてみたり

するのも考えられる。特に現在自分の中で大きく考えているのは、神話がもたらしている

現代社会への影響や投影についてだ。数千年も前に作り上げられた神話が、今もなお語り

継がれ人々の間で享受されているという事実には壮大さや感動を覚えると同時に人類のロ

マンを感じる。神話の中に潜む普遍的ななにかを探し出し、それが現代でどう生きながら

えているのか、私自身としては強く興味を抱く内容である。

＜聖書＞

Herrmann, Siegfried、・Klaiber, Walter 著、泉, 治典・山本, 尚子訳（2000）.聖書ガイドブック・聖書全巻

の成立と内容. 東京：教文官

中村, 芳子（2010）. 新版 3 日でわかる聖書. 東京：ダイヤモンド社

「神話」というテーマを中心に卒論を進めていきたいという想いから、まずは聖書の内容

について勉強しようと思い立ち、これらの著書を読むに至った。

聖書自体はキリスト教徒の信仰における大切な存在だが、その中で登場する神話性を帯び

た説話や物語は、キリスト教徒だけではなく宗教の枠を超え世界中の人々にひとつの物語

として親しまれている現状がある。キリスト教徒でなくとも、「アダムとイブ」や「ノアの

方舟」の存在は知っているだろう。旧約聖書に記された古代のエピソードや新約聖書に見

られるイエスキリストをめぐる話などから、現代に通ずる部分があるものを研究したい。

旧約聖書には、世界の成り立ちから西暦 400年頃までの歴史や、その過程に起こった（と

される）できごとについて記されているが、その内容を改めて読んでみると、主張や正し

い教えと同じくらい、それに背き掟を破る存在が多いと感じた。前述した有名な「アダム

とイブ」や「ノアの方舟」も人間が神に背いたことから人間が神の裁きを受ける話である。



また、数多く登場するイスラエル民族の指導者たちや預言者たちのなかでも、サウルやヨ

ナは神の意に反した行いをしたことで災いに遭う。こういった説話がなぜ多く、そして強

調されて描かれているかと考えると、いつの時代でも人に何か特定の価値観を説明する際

には、その対抗概念を説明することが一番手っ取り早くてわかりやすいのではないのだろ

うかと考えた。反面教師ほど人間の危機感をあおり自己変革をもたらしやすいものはない

のかもしれない。そして、こういった掟破りと共に登場するのが善良な存在、もしくは改

心する対象者である。「ノアの方舟」では、神（創主）を忘れた全人類に対して、唯一創主

に従う無垢な人間ノアが登場する。そして創主によって人類は滅ぼされ、ノアとその方舟

に乗っていた家族や動物だけが助かる。ヨナ書に登場する預言者ヨナも、創主の命令に逆

らった結果、巨大な魚に丸呑みにされる。胃の中で反省し、改心して祈りを捧げると魚は

ヨナを陸地に吐き出す。正しい行いと間違った行いを極端に描写することで、信仰を深め

させたり布教を進めたりするにあたって、聖書を読む人間に単純なくらいわかりやすくメ

ッセージを伝える狙いがあったのではないかと考える。現代に比べて情報量が圧倒的に少

ない紀元前などの世界においてでも、身近な日常生活を舞台に繰り広げられるストーリー

は想像し易いがために理解も早いのではないだろうか。読者目線に立った脚本構成になっ

ている、という聖書の性質もひとつ言えるかもしれない。

このような手法は現代でも多く用いられていると感じる。ひとつ思い浮かぶのは、テレ

ビや雑誌などにおける宣伝だ。例えば進研○ミなどの教材販売の宣伝では、学校生活で部

活や勉強が思うようにいかない主人公が登場する。そんな主人公に宣伝側の商品を渡すと、

不思議なくらい成績が上がり部活でも活躍できる、といった具合である。また、消臭・殺

菌スプレーの宣伝では、普段普通に生活していては気づくことはまずないようなハウスダ

ストや悪臭のもとの存在を新たな情報として受け手に伝える。新たな情報に不安や不満を

植えつけられた受け手はメーカーの術中に陥り、気づいたら小売店へ走り商品を手に取っ

てしまっているのである。これらは、自分たちが相手に植え付けたいアイデアがあるとす

れば、その反対や対抗する状況や存在を誇張して受け手に伝える。そして自分たちが売り

出す商品を持ってすれば、そんなあなたも救われますよ、と言わんばかりに売りつける。

これはまさしく旧約聖書に記されたいくつもの反面教師的ストーリーと同じ効果を持った

ものではないかと感じる。ネガティブな状況を提示し、そのカウンターカルチャーのよう

な形で自分たちの価値観を刷り込ませる。そういう側面から見れば、僕には聖書と進研○

ミの広告は全く同じものに見える。

＜仏教＞

瓜生中著（2011）. 仏教入門 : インドから日本まで. 東京 : 大法輪閣



ひろさちや著(2000). 釈迦とイエス. 東京 : 新潮社

聖書の研究と並行して、仏教の基本的な概要やその神話性についても研究を進めている。

まだ細部まで詳しく研究できているわけではないが、概要を掴み直感的に抱いた感想は、

構造的にはキリスト教や他の世界宗教と共通する部分は大きいかもしれない、ということ

である。信仰するブッダがいて、聖書のようなまとまった啓典はないが仏や聖者の教えで

あるお経があり、利他主義（キリスト教では隣人愛）を重んじて行動する。そして、脇か

ら生まれたり、生まれてすぐ歩いて言葉を発したりなど、神話性を帯びた釈迦にまつわる

ストーリーが存在する。信仰する対象やその内容は違えど、人間が根源的に宗教に求める

ものは、どの文化でもどんな人種でも共通したものがあるのかもしれない。

仏教に関して、先日本格的にその道を歩もうとしている友人に、お寺案内を兼ねて色々

な話を伺う機会があった。

その友人は、仏教から派生したひとつの宗派で、修行や勉強を積み僧の資格をとろうと

励んでいる。そんな彼に、社会見学くらいの気持ちでいいから一度お寺に来てみないか、

と誘われた。卒論のテーマがテーマであった私は興味を抱き、お寺を訪れ、中を巡りなが

ら彼にその宗教についての話を聞くことができた。

彼の話を聞いて思ったことや感じたことはいくつかあったが、日本において熱心に宗教

活動を行っていくことに関しての世間体的な肩身の狭さがあるという事実は改めて実感し

た。日本では宗教に馴染みが浅い分、堂々と活動するにはどうしても代償が伴うという。

彼も自分がそういった宗教の勉強をしているなどといった事実は公言していない。どうし

ても身構えられてしまったり怖がられてしまったりして、良い印象を持たれることはほと

んどないからだという。こういった日本の現状は、今後多種多様な人や文化を共存させて

いく上では和らげなければいけないステレオタイプであると思う。内容も知らないのに名

前を聞いただけで警戒してしまうようでは、世界中で人びとの大きな心の支えとなってい

る宗教というものが日本で存在しにくくなってしまう。確かに日本では、宗教団体と言う

と地下鉄サリン事件を起こしたオウム真理教など近年ではマイナスなイメージの出来事が

少なくない。しかしそれが宗教法人のすべてではなく、彼らが慈善事業や寄付などで社会

に貢献をもたらしていることもまた事実で、その辺は公平性をもって世の中の人にありの

ままの正しい姿を伝えていくことが必要になっていくのではないだろうか。

また、彼の話を聞いていてもうひとつ感じたのは、強い信仰の裏には何か強烈な実体験

がある、ということである。私は彼に、「似たような宗教は他にもあるけど、ここでなけれ

ばいけないのか」と質問した。彼はここでなければならない、と即答した。まだその理由

を言葉にして明確に説明することはできないらしいが、その強い想いは過去の体験の積み



重ねからきていると教えてくれた。彼が人生の節目で迷ったり悩んだりした時はいつも、

そのお寺に行き、そこの人々に教えをもらうことで救われてきたという。ただ自分が体験

した気持ちを言葉にするのは大変で、一番難しい部分でもあると言う。自分が救われた過

去の体験を強く信じ、周りの人々にもそのような衝撃的な体験をしてほしくて彼は自分の

思いを伝えようと必死に努めている。

彼の話を通じてなおさら深めたのは、やはり宗教は人の数だけある、という考えだった。

彼の属する宗派でも一人ひとり違ったバックグラウンドがあるし、そうすると当然それぞ

れの考えには微妙な差が生じてくる。それらをどこかで線を引きグループにして論じよう

と考えていたもともとのアプローチの仕方は、やはり私にはできないと改めて実感した。

一人ひとりの独立した想いを尊重したいし、何かの存在を否定するようなことはしたくな

い。とするならばやはり個人に根付いたストーリーや、形を変えない過去の神話などで論

じるべきなのではないか、と自分の想いを確認する出来事となった。

上記のように宗教というものに対していくつかの側面からアプローチをしてみたが、や

はり考えとして強固となったのは「宗教というのは動的なもので常に変わり続けている」

ということと「人の数だけ宗教がある」といことだ。

こういった考えのもとに自分が卒業制作をどのように作るかと考えると二つの方法が想

定された。それは、①熱心な仏教の友人のようなケースに見られる人それぞれの中の宗教

をインタビューなどを通じて表現し、できるならそれを複数人を対象に行う。②人々の中

でずっと変わらない唯一に近い宗教的なものである神話。それを、多文化共生というテー

マをもとに書いたらどうなるか。

今回私は、後者の神話を作成する方向に進みたいと考える。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

遥
か
昔
の
、
ま
だ
こ
の
世
に
光
も
空
も
大
地
も
な
か
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
。
四
輪
の
車
が
陸
の
上
を
走
る

よ
う
に
な
る
よ
り
も
、
内
陸
の
民
が
万
里
の
長
城
の
施
工
に
と
り
か
か
る
よ
り
も
、
ル
ビ
コ
ン
川
の
ほ
と

り
で
賽
が
投
げ
ら
れ
る
よ
り
も
さ
ら
に
昔
の
話
。

テ
ィ
タ
ン
神
族
の
一
人
、
ク
ロ
ノ
ス
は
大
き
な
鎌
を
手
に
持
っ
て
い
た
。
母
ガ
イ
ア
の
復
讐
を
遂
げ
る

た
め
、
彼
は
実
の
父
で
あ
る
ウ
ラ
ノ
ス
に
刃
を
向
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。

ガ
イ
ア
と
ウ
ラ
ノ
ス
は
多
く
の
子
供
を
も
う
け
た
。
後
に
テ
ィ
タ
ン
神
族
と
呼
ば
れ
る
１
２
柱
の
神
々

を
生
み
落
と
し
た
が
、
ク
ロ
ノ
ス
は
そ
の
末
っ
子
だ
っ
た
。
ま
た
、
ガ
イ
ア
は
さ
ら
に
何
柱
か
の
異
形
な

神
々
も
産
ん
だ
。
彼
ら
は
ほ
ん
の
少
し
腕
を
多
く
持
っ
て
い
た
り
、
ほ
ん
の
少
し
首
を
多
く
持
っ
て
い
た

り
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
父
で
あ
る
ウ
ラ
ノ
ス
は
そ
れ
が
許
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
少
し
変
わ
っ
た
姿
か

た
ち
を
忌
み
嫌
っ
た
ウ
ラ
ノ
ス
は
自
ら
の
子
で
あ
る
彼
ら
異
形
な
神
々
を
奈
落
タ
ル
タ
ロ
ス
へ
幽
閉
し
て

し
ま
っ
た
。
彼
ら
を
他
の
子
供
同
様
愛
し
て
い
た
母
ガ
イ
ア
は
ひ
ど
く
悲
し
ん
だ
。
悲
し
み
は
憎
し
み
へ

変
わ
り
、
ガ
イ
ア
は
子
供
た
ち
に
対
し
て
父
ウ
ラ
ノ
ス
へ
の
復
讐
を
要
求
す
る
。
子
供
た
ち
は
み
な
父
を

畏
怖
し
た
が
、
ク
ロ
ノ
ス
は
違
っ
た
。
彼
は
母
に
復
讐
を
誓
い
、
彼
女
か
ら
預
か
っ
た
巨
大
な
鎌
を
持
っ

て
そ
の
時
を
待
っ
た
。

夜
に
な
り
、
ウ
ラ
ノ
ス
が
ガ
イ
ア
の
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
し
て
深
い
眠
り
に
つ
い
た
時
。
ク
ロ

ノ
ス
は
彼
に
近
づ
き
、
持
っ
て
い
た
鎌
を
振
り
か
ざ
し
父
ウ
ラ
ノ
ス
の
男
根
を
切
り
落
と
し
た
。
自
ら
の

息
子
に
そ
の
よ
う
な
仕
打
ち
を
受
け
た
ウ
ラ
ノ
ス
は
そ
の
場
を
逃
げ
る
よ
う
に
去
っ
て
い
く
が
、
去
り
際

に
一
言
だ
け
言
い
残
し
た
。

「
お
前
も
、
や
が
て
お
前
の
息
子
に
復
讐
さ
れ
る
時
が
来
る
で
あ
ろ
う
」

切
り
落
と
さ
れ
た
ウ
ラ
ノ
ス
の
一
部
は
海
へ
と
落
ち
、
そ
こ
か
ら
白
い
泡
が
湧
き
出
た
。
そ
の
泡
は
流

れ
流
さ
れ
地
中
海
の
と
あ
る
島
へ
行
き
つ
く
。
そ
し
て
島
に
た
ど
り
着
い
た
時
、
そ
の
泡
は
神
を
も
唸
ら

せ
る
美
貌
を
有
し
た
女
神
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
に
な
っ
て
い
た
。



Ｉ
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
、
本
州
の
淵
に
あ
る
静
か
な
土
地
。
そ
の
海
岸
沿
い
に
あ
る
、
木
造
二
階
建
て
の

一
軒
家
。
断
続
的
な
自
然
災
害
に
鍛
え
ら
れ
、
古
く
も
逞
し
い
家
屋
が
堂
々
と
た
た
ず
ん
で
い
た
。
そ
の

家
に
は
、
二
人
の
親
子
が
暮
ら
し
て
い
た
。
父
の
名
は
、
イ
ザ
ナ
ギ
。
息
子
の
名
は
、
ス
サ
ノ
オ
。

父
イ
ザ
ナ
ギ
は
、
土
木
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
。
近
代
化
が
進
む
時
代
の
中
で
、
都
心
部
に
土

地
が
足
り
な
く
な
っ
た
が
た
め
に
、
こ
の
地
に
埋
立
地
を
つ
く
っ
て
な
に
か
し
ら
の
も
の
を
建
て
る
ら
し

い
。
そ
こ
に
何
が
建
つ
の
か
、
イ
ザ
ナ
ギ
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
彼
の
仕
事
は
、
た
だ
そ
こ
に
土
地
を
つ

く
る
こ
と
だ
っ
た
。
い
つ
終
わ
る
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
果
て
し
な
い
仕
事
だ
が
、
ス
サ
ノ
オ
が
物
心
つ

い
た
こ
ろ
に
は
既
に
同
じ
職
に
つ
い
て
い
た
。

ス
サ
ノ
オ
は
、
腕
白
で
繊
細
な
少
年
だ
っ
た
。
格
闘
家
の
よ
う
に
大
柄
で
、
ソ
ー
ス
系
と
呼
ば
れ
そ
う

な
濃
い
顔
と
鋭
い
目
が
特
徴
的
な
乱
暴
な
少
年
だ
っ
た
。
ど
れ
く
ら
い
乱
暴
か
と
い
う
と
、
昔
同
級
生
に

リ
コ
ー
ダ
ー
の
真
ん
中
の
パ
ー
ツ
を
き
り
た
ん
ぽ
と
入
れ
替
え
ら
れ
た
こ
と
が
原
因
で
殴
り
合
い
の
け
ん

か
を
し
た
り
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
の
よ
う
な
乱
暴
な
性
格
か
ら
学
校
で
ス
サ
イ
ア
ン
と
い
う
あ
だ
名
を
つ
け
ら

れ
た
り
し
て
い
た
く
ら
い
乱
暴
だ
っ
た
。
か
と
思
え
ば
た
ま
に
、
怖
い
夢
を
見
て
起
き
た
か
ら
寝
ら
れ
な

い
と
言
っ
て
深
夜
の
居
間
で
座
っ
て
い
た
り
、
自
分
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
あ
る
水
分
の
無
い
パ
サ
パ
サ

と
し
た
髪
の
毛
を
友
達
に
い
じ
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
家
で
感
傷
に
浸
っ
て
い
た
り
す
る
繊
細
な
一
面
も

見
せ
た
。
感
受
性
が
激
し
く
、
本
能
の
赴
く
ま
ま
に
、
感
情
が
導
く
ま
ま
に
行
動
し
て
は
ト
ラ
ブ
ル
に
で

く
わ
し
て
い
た
。
そ
ん
な
ス
サ
ノ
オ
は
、
い
つ
も
ど
こ
か
寂
し
そ
う
な
目
を
し
て
い
た
。

ス
サ
ノ
オ
に
は
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
母
親
が
い
な
か
っ
た
。
イ
ザ
ナ
ギ
の
話
に
よ
る
と
、
ス
サ
ノ
オ
が

生
ま
れ
た
時
に
は
既
に
彼
の
母
は
亡
く
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
で
は
自
分
は
ど
う
や
っ
て
生
ま
れ
た

の
か
、
と
ス
サ
ノ
オ
が
聞
い
て
も
、
天
候
の
よ
う
に
気
が
変
わ
り
や
す
い
イ
ザ
ナ
ギ
か
ら
そ
れ
以
上
の
答

え
が
返
っ
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
父
か
ら
は
曖
昧
な
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ど
う
や

ら
ス
サ
ノ
オ
に
は
兄
弟
も
い
る
ら
し
い
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
今
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
暮
ら
し
を
営
ん
で

い
る
ら
し
い
。
正
確
な
場
所
も
分
か
ら
な
い
が
、
ど
う
や
ら
海
を
越
え
た
向
こ
う
側
の
世
界
に
住
ん
で
い

る
ら
し
い
。
な
ぜ
自
分
た
ち
と
一
緒
に
住
ま
な
い
の
か
、
と
ス
サ
ノ
オ
が
聞
い
て
も
、
女
性
の
よ
う
に
気

が
変
わ
り
や
す
い
イ
ザ
ナ
ギ
か
ら
そ
れ
以
上
の
答
え
が
返
っ
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

自
分
の
出
生
の
不
確
実
性
、
周
囲
で
起
こ
り
続
け
る
感
情
を
揺
さ
ぶ
る
出
来
事
、
そ
ん
な
環
境
に
お
か

れ
た
正
体
が
わ
か
ら
な
い
自
分
と
い
う
存
在
、
波
の
よ
う
に
定
ま
ら
な
い
い
く
つ
も
の
要
素
が
相
ま
っ
て
、

彼
は
い
つ
し
か
乱
暴
者
と
い
う
枠
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
彼
は
自
分
で
も
、
な
ぜ
自

分
が
そ
の
よ
う
に
周
り
に
あ
る
も
の
を
乱
し
続
け
る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
彼
は

乱
し
続
け
た
。
彼
は
行
く
べ
き
部
屋
を
探
し
て
い
た
が
、
四
方
に
は
ド
ア
が
開
け
放
た
れ
た
ま
ま
点
在
し

て
い
て
、
そ
の
ド
ア
を
通
り
抜
け
て
た
ど
り
着
い
た
先
の
新
た
な
部
屋
に
も
、
明
け
放
た
れ
た
ド
ア
が
四

方
の
壁
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
そ
の
ド
ア
は
、
壁
よ
り
も
ず
っ
と
壁
の
よ
う
だ
っ
た
。



イ
チ
ョ
ウ
と
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
旬
を
迎
え
、
テ
レ
ビ
局
が
番
組
改
編
期
を
迎
え
た
肌
寒
い
初
秋
の

あ
る
日
、
ス
サ
ノ
オ
の
荒
ぶ
る
感
情
は
突
然
、
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
ほ
ど
高
ぶ
っ
て
し
ま
っ
た
。

ス
サ
ノ
オ
の
心
は
水
の
よ
う
な
寂
し
さ
に
襲
わ
れ
た
。
突
然
涙
が
あ
ふ
れ
出
し
た
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
自
分
で
も
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
ふ
つ
ふ
つ
と
、
す
こ
し
ず
つ
感
情
が
形
を

帯
び
て
き
た
こ
と
に
彼
は
気
づ
い
た
。
ス
サ
ノ
オ
は
言
っ
た
。

「
お
母
さ
ん
に
会
い
た
い
」

そ
の
一
言
が
こ
の
荒
ぶ
る
感
情
の
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
一
部
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ

た
。
右
往
左
往
す
る
ス
サ
ノ
オ
の
い
く
つ
も
の
感
情
の
中
で
、
は
っ
き
り
と
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
こ
の
ひ
と
つ
だ
け
だ
っ
た
。
辞
書
に
載
っ
て
い
る
も
の
、
載
っ
て
い
な
い
も
の
、
言
葉
で
定
義

さ
れ
て
い
る
も
の
、
そ
う
で
な
い
も
の
、
多
様
で
複
雑
な
感
情
た
ち
が
彼
の
内
部
を
か
き
み
だ
し
た
。
母

に
会
い
た
く
な
る
寂
寞
は
、
そ
の
う
ち
の
一
人
だ
っ
た
。

ス
サ
ノ
オ
は
泣
い
た
。
泣
き
続
け
た
。
腕
白
さ
に
定
評
の
あ
る
ス
サ
ノ
オ
の
泣
き
声
は
、
同
じ
く
定
評

を
与
え
た
く
な
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
。

イ
ザ
ナ
ギ
が
二
階
の
寝
室
か
ら
降
り
て
き
た
。
ス
サ
ノ
オ
に
泣
い
て
い
る
理
由
を
尋
ね
た
。

「
お
母
さ
ん
に
会
い
た
い
」

ス
サ
ノ
オ
は
答
え
た
。

普
段
は
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
よ
う
な
イ
ザ
ナ
ギ
だ
が
、
泣
き
叫
ぶ
ス
サ
ノ
オ
を
見
て
こ
の
時
ば
か
り

は
急
に
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
激
怒
し
た
。
ス
サ
ノ
オ
を
抑
え
つ
け
、
力
ず
く
で
泣
く
の
を
止
め
よ
う
と

し
た
。
し
か
し
ス
サ
ノ
オ
は
泣
き
な
が
ら
訴
え
続
け
た
。
満
た
さ
れ
な
い
愛
情
が
叫
ぶ
声
を
、
彼
の
口
は

代
弁
し
続
け
た
。
ス
サ
ノ
オ
は
訊
い
た
。

「
お
母
さ
ん
は
ど
こ
に
い
る
の
。
教
え
て
よ
、
お
父
さ
ん
」

い
つ
も
と
同
じ
質
問
も
、
こ
の
日
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
響
き
方
を
し
た
。
そ
れ
に
共
鳴
す
る
か
の
よ
う

に
、
も
し
く
は
反
発
す
る
か
の
よ
う
に
、
イ
ザ
ナ
ギ
の
対
応
も
い
つ
も
と
は
違
っ
た
。

「
こ
れ
以
上
そ
ん
な
理
由
で
泣
き
続
け
る
な
ら
、
い
ま
す
ぐ
こ
の
家
を
出
て
い
き
な
さ
い
」

そ
う
言
い
放
つ
イ
ザ
ナ
ギ
の
表
情
も
、
複
雑
な
感
情
が
入
り
混
じ
る
心
境
が
浮
き
出
る
よ
う
な
表
情
だ

っ
た
。
怒
り
。
真
っ
先
に
伝
わ
っ
て
く
る
激
し
い
怒
り
。
そ
の
奥
に
、
霞
ん
で
見
て
取
れ
る
確
か
な
悲
し

み
。
森
の
奥
深
く
を
彷
徨
う
よ
う
な
、
深
く
も
幽
か
な
悲
し
み
。

今
ま
で
言
わ
れ
た
こ
と
の
な
い
言
葉
を
浴
び
せ
ら
れ
、
ス
サ
ノ
オ
は
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
な

っ
た
。
た
だ
、
こ
の
場
は
去
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
は
本
能
的
に
感
じ
た
。
こ
の

限
ら
れ
た
空
間
に
父
と
二
人
、
熾
烈
な
感
情
を
ぶ
つ
け
合
い
つ
づ
け
て
も
ら
ち
が
あ
か
な
い
。
感
情
の
は

け
口
を
探
し
回
る
か
の
よ
う
に
、
そ
の
大
き
な
体
で
去
り
際
に
椅
子
を
蹴
り
飛
ば
し
、
本
棚
を
ひ
っ
く
り

返
し
、
ス
サ
ノ
オ
は
外
へ
飛
び
出
し
た
。

外
へ
放
り
出
さ
れ
た
ス
サ
ノ
オ
は
、
あ
た
ま
の
中
が
真
っ
白
だ
っ
た
。
目
の
前
に
は
海
が
広
が
り
、
ま

っ
す
ぐ
な
水
平
線
が
視
界
を
二
分
し
て
い
た
。
あ
た
ま
は
真
っ
白
な
の
に
、
心
の
中
は
濁
さ
れ
た
灰
色
で

塗
り
埋
め
ら
れ
て
い
た
。
な
に
か
し
た
い
の
に
、
な
に
を
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
電
車
に
乗
っ
た



の
に
、
ど
こ
で
降
り
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
ス
サ
ノ
オ
は
目
的
地
を
決
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
自
分

が
今
把
握
で
き
る
も
の
を
整
理
し
て
み
た
。
し
か
し
い
く
ら
考
え
て
も
、
ど
れ
だ
け
探
し
て
も
、
た
し
か

な
も
の
は
ひ
と
つ
し
か
出
て
こ
な
か
っ
た
。
母
に
会
い
た
い
、
そ
の
想
い
し
か
、
い
ま
は
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
死
ん
だ
母
に
ど
う
や
っ
て
会
い
に
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
、
ス
サ
ノ
オ
は
再

び
思
考
停
止
に
陥
る
寸
前
に
ま
で
な
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
救
い
の
枝
道
を
見
つ
け
だ
し
た
。
そ
う
だ
、
兄

弟
を
探
し
に
い
こ
う
。
生
き
て
い
る
か
も
あ
や
し
い
母
親
に
会
い
に
行
く
よ
り
、
少
な
く
と
も
海
の
向
こ

う
で
生
き
て
い
る
と
い
う
手
掛
か
り
が
兄
弟
に
は
あ
る
。
名
前
も
顔
も
わ
か
ら
な
い
兄
弟
な
の
だ
か
ら
、

仮
に
見
つ
け
た
と
し
て
も
判
別
は
つ
か
な
い
。
で
も
、
そ
れ
で
も
い
い
。
自
分
の
血
の
つ
な
が
っ
た
人
間

が
い
る
と
さ
れ
る
向
こ
う
の
土
地
は
、
自
分
に
と
っ
て
な
に
か
新
し
い
も
の
を
得
る
場
所
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
海
の
向
こ
う
に
、
自
分
の
寂
し
さ
を
解
決
す
る
答
え
が
、
定
ま
り
き
ら
な
い
自
己
を
知
る

手
掛
か
り
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
期
待
を
乗
せ
た
右
足
と
、
不
安
を
乗
せ
た
左
足
が
、
交
互
に
動
き

始
め
た
。



Ⅱ神
秘
の
ヴ
ェ
ー
ル
に
つ
つ
ま
れ
る
、
四
国
と
名
の
つ
け
ら
れ
た
不
思
議
な
島
。
瀬
戸
大
橋
と
い
う
象
徴

的
な
導
線
が
動
か
ざ
る
こ
と
山
の
如
く
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
た
が
、
そ
の
無
理
や
り
感
に
満
ち
た
鉄
の
塊

で
は
島
の
持
つ
不
思
議
で
神
聖
な
空
間
に
穴
を
あ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
四
国
は
依
然
と
し
て
そ
の
独
特

な
空
間
の
中
で
中
立
的
に
年
月
を
積
み
重
ね
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
場
所
で
育
っ
た
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
も
ま
た
、
生
ま
れ
故
郷
を
真
似
す
る
か
の
よ
う
に
自
分
と

い
う
空
間
の
主
張
が
強
い
少
女
だ
っ
た
。
バ
ラ
ン
ス
良
く
パ
ー
ツ
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
そ
の
顔
は
こ
の
社

会
で
は
美
貌
と
呼
ば
れ
、
高
圧
的
で
攻
撃
的
な
態
度
を
よ
し
と
さ
せ
て
し
ま
う
ほ
ど
彼
女
の
ス
レ
ン
ダ
ー

な
ボ
デ
ィ
と
シ
ャ
ー
プ
な
顔
は
美
し
か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
我
の
強
い
女
と
し
て
周
囲
か
ら
一
目
置
か
れ
る

彼
女
は
、
本
能
的
で
利
己
的
な
人
間
だ
っ
た
。
自
分
が
欲
し
い
と
思
っ
た
も
の
は
手
に
入
れ
な
け
れ
ば
気

が
済
ま
な
か
っ
た
。
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
宣
伝
さ
れ
る
化
粧
品
、
ク
ラ
ス
で
の
地
位
や
権
力
、
時
に
は
親
友

の
彼
氏
で
さ
え
も
。
好
き
な
人
の
奪
い
合
い
で
友
人
と
け
ん
か
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
。

同
時
に
３
人
の
男
を
好
き
に
な
り
、
そ
の
全
員
に
同
時
に
告
白
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
に
か
く
自
分
が

欲
し
い
と
思
っ
た
も
の
は
、
手
段
を
選
ば
ず
奪
取
し
に
い
っ
た
。

ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
に
と
っ
て
大
事
な
の
は
、
二
つ
。
自
分
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と
、
そ
し
て
自
分
が
傷
つ

か
な
い
こ
と
。
そ
れ
以
外
の
も
の
は
自
分
と
は
関
係
な
い
の
で
排
除
す
る
。
ひ
と
つ
象
徴
的
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
る
。
昔
、
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
が
よ
く
声
を
か
け
る
男
の
子
が
い
た
。
彼
は
運
動
が
得
意
で
、
地
元
の

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
エ
ー
ス
を
張
る
く
ら
い
の
実
力
を
持
ち
、
性
格
も
明
る
く
み
ん
な
か
ら
親
し
ま
れ
る

人
気
者
だ
っ
た
。
自
分
も
光
を
浴
び
た
い
と
強
く
欲
す
る
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
は
、
よ
く
彼
の
近
く
へ
行
っ
て

は
女
の
武
器
を
ふ
り
か
ざ
す
か
の
よ
う
に
話
し
か
け
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
あ
る
日
そ
の
男
の
子
は
交
通

事
故
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
。
自
転
車
に
乗
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
車
に
は
ね
ら
れ
、
片
足
に
後
遺
症
が
残
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
に
サ
ッ
カ
ー
も
辞
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
そ
の
子
は
毎
日
明
る
く
、
以
前
と

変
わ
ら
な
い
態
度
で
学
校
に
通
っ
て
い
た
が
、
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
が
そ
の
男
の
子
に
話
し
か
け
る
こ
と
は
も

う
な
か
っ
た
。
た
ま
に
彼
の
方
か
ら
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
に
話
し
か
け
て
き
た
時
も
ぞ
ん
ざ
い
に
扱
い
、
あ
る

日
学
校
の
近
く
に
あ
る
ス
イ
セ
ン
の
花
畑
が
荒
ら
さ
れ
て
い
た
と
い
う
件
で
そ
の
男
の
子
が
身
に
覚
え
の

な
い
容
疑
を
か
け
ら
れ
て
い
た
時
も
、
彼
の
無
実
を
知
っ
て
い
な
が
ら
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
は
「
私
は
知
り
ま

せ
ん
」
と
一
蹴
し
た
。
自
分
に
無
関
係
な
こ
と
、
自
分
の
利
益
に
な
ら
な
い
こ
と
を
す
る
の
は
、
彼
女
の

信
条
に
反
す
る
の
だ
。

端
正
な
顔
立
ち
を
し
て
い
る
か
ら
男
子
か
ら
は
な
ん
だ
か
ん
だ
注
目
さ
れ
る
が
、
同
性
か
ら
の
支
持
は

皆
無
に
等
し
い
、
そ
ん
な
少
女
だ
っ
た
。
と
に
か
く
欲
望
の
絶
対
量
が
人
よ
り
格
段
に
大
き
か
っ
た
が
、

い
く
ら
欲
し
い
も
の
を
手
に
入
れ
て
も
、
人
の
も
の
を
奪
っ
て
も
、
自
分
の
欲
求
は
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
。

底
に
穴
の
あ
い
た
欲
求
と
い
う
袋
に
も
の
を
詰
め
込
み
続
け
た
が
、
い
つ
に
な
っ
て
も
そ
れ
が
満
杯
に
な

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
幼
い
こ
ろ
は
本
能
に
従
っ
て
た
だ
た
だ
詰
め
込
み
続
け
た
が
、
理
性
が
育
ち
考
え

る
力
が
芽
生
え
始
め
た
頃
か
ら
、
こ
の
終
わ
り
が
見
え
な
い
欲
求
と
の
い
た
ち
ご
っ
こ
に
懐
疑
心
を
抱
く

よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
果
て
し
な
く
欲
し
続
け
る
自
分
に
も
、
不
安
と
疑
い
を
持
ち
始
め
る
よ
う
に
な



っ
た
。

ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
は
、
親
戚
の
家
で
育
っ
た
少
女
だ
っ
た
。
彼
女
の
実
の
両
親
は
ど
う
し
て
い
る
か
は
わ

か
ら
な
い
が
、
生
ま
れ
て
間
も
な
く
、
彼
女
一
人
が
逃
れ
る
よ
う
に
今
の
家
に
た
ど
り
着
い
た
よ
う
だ
。

親
戚
は
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
に
良
く
し
て
く
れ
た
が
、
直
接
の
血
縁
関
係
が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
せ
い
か
、
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
に
と
っ
て
の
完
全
な
居
場
所
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
女
は
家
庭
の
中

で
満
た
さ
れ
な
い
か
ら
、
家
庭
の
外
で
満
た
さ
れ
よ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
み
ん
な
に
自
分
の
こ

と
を
見
て
ほ
し
い
。
み
ん
な
に
自
分
の
こ
と
を
認
め
て
ほ
し
い
。
そ
う
い
っ
た
想
い
は
次
第
に
偏
っ
た
方

向
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
き
、
居
場
所
が
な
い
あ
ま
り
、
満
た
さ
れ
た
い
と
欲
す
る
あ
ま
り
、
自
分
の

こ
と
を
認
め
な
い
人
は
悪
い
、
私
は
変
わ
る
必
要
が
な
い
、
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
自
分
が

変
わ
ら
な
い
と
決
め
た
途
端
、
彼
女
は
と
て
も
楽
に
な
っ
た
。
自
分
は
今
の
ま
ま
で
な
に
も
悪
く
な
い
の

だ
。
私
を
否
定
す
る
人
は
、
相
手
に
し
な
け
れ
ば
い
い
の
だ
。
容
姿
も
き
れ
い
だ
か
ら
人
も
寄
っ
て
く
る

し
、
今
の
私
を
認
め
て
く
れ
る
人
と
だ
け
私
は
生
き
て
い
け
ば
い
い
の
だ
。
そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

途
端
彼
女
は
と
て
も
気
が
楽
に
な
っ
た
。
人
の
言
動
に
よ
っ
て
自
分
が
傷
つ
く
心
配
が
な
く
な
っ
た
。
そ

の
楽
さ
に
気
を
と
ら
れ
て
、
自
分
を
認
め
て
く
れ
る
人
が
少
し
ず
つ
少
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
も
、
も
と

も
と
感
じ
づ
ら
か
っ
た
居
場
所
や
信
頼
関
係
の
よ
う
な
気
持
ち
を
さ
ら
に
感
じ
な
く
な
っ
て
い
く
過
程
も
、

変
わ
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
や
め
て
し
ま
っ
た
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
が
気
づ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
に
は
、
唯
一
落
ち
着
く
場
所
が
あ
っ
た
。
彼
女
が
住
ん
で
い
る
家
の
少
し
離
れ
た
と
こ

ろ
で
、
彼
女
は
一
本
の
林
檎
の
木
を
育
て
て
い
た
。
毎
年
花
を
咲
か
せ
、
果
実
を
実
ら
せ
、
そ
の
果
実
が

切
り
落
と
さ
れ
て
も
同
じ
過
程
を
経
て
ま
た
来
年
の
同
じ
季
節
に
は
真
っ
赤
な
果
実
を
ぶ
ら
さ
げ
て
い
た
。

林
檎
が
日
々
そ
の
姿
を
す
こ
し
ず
つ
変
え
て
い
く
の
を
見
て
い
る
と
、
な
ぜ
だ
か
は
わ
か
ら
な
い
が
自
分

が
普
段
の
日
常
で
満
た
さ
れ
な
い
な
に
か
を
、
少
し
だ
け
埋
め
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
自
分
に
媚

を
売
っ
て
く
る
使
い
勝
手
の
い
い
友
人
と
い
る
時
よ
り
も
、
色
仕
掛
け
で
落
と
し
た
町
で
一
番
の
色
男
と

一
緒
に
い
る
時
よ
り
も
、
こ
の
林
檎
の
木
の
前
に
立
っ
て
い
る
時
間
の
方
が
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
に
は
大
事
だ

っ
た
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
林
檎
は
言
葉
を
発
し
て
は
く
れ
な
い
。
無
口
な
林
檎
だ
け
で
は
満
た
さ
れ

な
い
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
は
、
不
変
と
い
う
鎧
を
ま
と
っ
て
今
日
も
認
め
る
者
を
拒
ま
ず
認
め
ざ
る
者
を
追
わ

ず
に
生
活
を
続
け
た
。
自
分
の
袋
の
中
身
が
ど
ん
ど
ん
空
っ
ぽ
に
近
づ
い
て
い
く
の
を
感
じ
つ
つ
も
、
そ

こ
か
ら
逃
避
し
な
が
ら
。



Ⅲ海
を
渡
り
、
な
ん
だ
か
異
次
元
の
空
間
の
よ
う
に
思
え
る
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
る
四
国
と
い
う

魔
力
を
帯
び
た
島
に
上
陸
し
た
ス
サ
ノ
オ
は
歩
き
続
け
て
い
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
を
通
り
過
ぎ
、
三

色
の
武
器
を
使
い
分
け
絶
対
的
服
従
を
強
要
す
る
信
号
が
牛
耳
る
横
断
歩
道
を
渡
り
、
三
菱
ふ
そ
う
の
ト

ラ
ッ
ク
が
ウ
ー
フ
ァ
ー
の
よ
う
な
エ
ン
ジ
ン
音
を
配
り
歩
き
な
が
ら
公
道
を
通
り
過
ぎ
て
行
っ
た
。
あ
て

も
な
く
足
を
動
か
し
続
け
る
ス
サ
ノ
オ
は
、
無
意
識
に
自
分
の
過
去
を
振
り
返
っ
て
い
た
。
思
い
起
こ
せ

ば
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
わ
が
ま
ま
を
言
っ
て
は
、
自
分
の
思
い
通
り
に
い
か
な
い
も
の
は
力
に
任
せ
て
形
を

変
え
て
き
た
。
振
り
返
る
と
い
つ
も
自
分
の
行
動
の
原
動
力
は
自
分
自
身
で
、
そ
れ
を
ま
か
り
と
お
す
た

め
に
ず
い
ぶ
ん
周
囲
の
色
々
な
も
の
を
乱
し
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
た
だ
今
の
ス
サ
ノ
オ
に
は
そ
れ

が
な
に
を
意
味
す
る
の
か
、
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
過
去
の
出
来
事
は
歴
史
の
教
科
書
で
学
ん
だ

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
の
繁
栄
やU

2

型
機
事
件
と
同
じ
よ
う
に
、
彼
に
と
っ
て
は
た
だ
の
事
実
で
し
か
な
か

っ
た
。

彼
の
眼
差
し
に
常
に
宿
る
僅
か
な
寂
し
さ
が
物
語
る
か
の
よ
う
に
、
ス
サ
ノ
オ
は
常
に
ど
こ
か
満
た
さ

れ
て
い
な
い
気
持
ち
が
し
て
い
た
。
今
止
ま
る
こ
と
な
く
動
い
て
い
る
彼
の
両
足
は
、
脳
の
指
示
や
運
動

神
経
な
ど
と
い
っ
た
身
体
の
仕
組
み
と
は
関
係
な
く
、
現
代
医
学
を
も
っ
て
し
て
も
体
の
ど
こ
に
あ
る
か

す
ら
も
判
明
し
て
い
な
い
感
情
と
や
ら
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
足
り
な
い
も
の
を
補

う
た
め
に
、
正
体
の
わ
か
ら
な
い
な
に
か
を
求
め
て
ス
サ
ノ
オ
の
精
神
は
無
心
で
動
き
続
け
て
い
た
。

そ
し
て
歩
き
続
け
た
ス
サ
ノ
オ
は
、
一
本
の
木
の
前
に
た
ど
り
着
い
た
。



Ⅳス
サ
ノ
オ
は
一
本
の
木
の
前
に
た
ど
り
着
く
。

そ
の
木
は
真
っ
赤
な
丸
い
物
体
を
い
く
つ
も
吊
り
下
げ
て
い
る
。
林
檎
だ
。
そ
の
血
の
よ
う
に
赤
い
果

実
を
見
て
い
る
と
、
途
端
に
胸
が
騒
ぎ
だ
す
。
混
沌
と
し
た
心
の
中
に
マ
ド
ラ
ー
が
差
し
込
ま
れ
、
砂
糖

や
ミ
ル
ク
や
得
体
の
知
れ
な
い
液
体
が
注
ぎ
込
ま
れ
た
後
に
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
か
き
ま
ぜ
ら
れ
る
よ
う
な

感
覚
に
陥
る
。
動
悸
が
激
し
く
な
り
、
視
界
が
ぼ
や
け
て
い
く
。
心
を
乱
さ
れ
な
が
ら
も
ス
サ
ノ
オ
は
耐

え
る
。
定
ま
ら
ぬ
焦
点
と
霞
む
視
界
を
水
平
に
戻
し
、
も
う
一
度
林
檎
の
木
の
方
を
よ
く
見
る
と
一
人
の

少
女
が
立
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
真
っ
先
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
が
、
そ
の
印
象
的
な
目
だ
。
そ
の
印

象
的
な
眼
差
し
は
、
見
覚
え
は
な
い
が
、
心
当
た
り
は
あ
る
。

そ
の
少
女
の
方
も
、
見
た
こ
と
の
な
い
少
年
が
通
り
に
立
っ
て
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

そ
し
て
そ
の
少
年
の
顔
面
に
埋
め
込
ま
れ
た
、
見
覚
え
は
な
く
て
も
心
当
た
り
の
あ
る
眼
差
し
が
真
っ
先

に
目
に
入
る
。
そ
し
て
直
感
的
に
、
そ
の
心
当
た
り
の
正
体
に
彼
女
は
気
づ
く
。

自
分
も
き
っ
と
、
こ
ん
な
目
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

攻
撃
的
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
こ
か
寂
し
そ
う
な
目
。
彼
女
は
突
然
何
も
考
え
ら
れ
な
く
な
る
。
今
ま
で

正
し
い
と
思
っ
て
き
た
も
の
、
絶
対
だ
と
信
じ
て
き
た
も
の
が
、
ゆ
っ
く
り
と
確
実
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
崩

れ
落
ち
て
い
く
の
が
わ
か
る
。
初
め
て
見
る
も
の
な
の
に
、
そ
の
少
年
を
見
て
い
る
と
な
ん
だ
か
と
て
も

悲
し
く
か
わ
い
そ
う
に
思
え
て
、
そ
う
い
っ
た
感
情
が
沸
き
出
た
と
思
っ
た
ら
そ
の
感
情
の
矛
先
は
知
ら

ぬ
間
に
自
分
に
向
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
自
分
は
こ
う
見
え
て
い
た
の
か
、
根
拠
の
な
い
確
信
が
、

い
ま
だ
か
つ
て
彼
女
の
中
に
芽
生
え
な
か
っ
た
新
た
な
感
情
を
生
む
。
そ
れ
が
な
ん
な
の
か
、
彼
女
に
も

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
唯
一
宿
る
強
い
想
い
は
、
彼
を
放
っ
て
お
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

彼
と
一
緒
に
い
な
い
と
、
こ
の
感
情
や
確
信
の
正
体
が
何
な
の
か
一
生
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

彼
女
は
少
年
に
尋
ね
る
。

「
あ
な
た
、
名
前
は
」

急
に
話
し
か
け
ら
れ
た
少
年
は
慌
て
、
し
ど
ろ
も
ど
ろ
し
な
が
ら
も
答
え
る
。

「
ス
サ
ノ
オ
」

そ
し
て
聞
き
返
す
。

「
君
の
名
前
は
」

少
女
は
答
え
る
。

「
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
」

ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
は
ス
サ
ノ
オ
に
歩
み
寄
る
。
そ
し
て
話
し
か
け
る
。

「
私
、
あ
な
た
の
こ
と
を
知
り
た
い
。
あ
な
た
は
だ
れ
。
な
ぜ
こ
こ
に
い
る
の
。
な
ぜ
そ
ん
な
目
を
し

て
い
る
の
」

ス
サ
ノ
オ
は
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
を
見
る
。
彼
女
の
目
は
、
な
ん
だ
か
さ
っ
き
見
た
印
象
と
少
し
違
う
よ
う

に
思
え
た
、
気
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
の
だ
け
ど
。
し
か
し
、
そ
の
少
女
の
姿
の
背
景
に
映
え
る
真
っ
赤

な
林
檎
た
ち
が
再
び
視
界
に
入
っ
て
く
る
と
、
前
は
マ
ド
ラ
ー
だ
っ
た
も
の
が
今
度
は
電
動
ミ
キ
サ
ー
が



心
に
突
っ
込
ま
れ
て
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
幼
い
こ
ろ
友
達
と
け
ん
か
し
た

時
で
も
不
思
議
な
衝
動
に
駆
ら
れ
泣
い
て
家
を
飛
び
出
し
た
時
で
も
感
じ
た
こ
と
の
な
い
感
情
が
ス
サ
ノ

オ
の
体
内
に
充
満
す
る
。
彼
は
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
る
。
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い

ス
サ
ノ
オ
は
、
そ
の
象
徴
的
な
木
ま
で
ふ
ら
ふ
ら
と
近
づ
い
て
、
優
美
に
ぶ
ら
さ
が
る
赤
い
果
実
た
ち
を

引
き
裂
く
よ
う
に
も
ぎ
取
り
始
め
る
。
彼
を
そ
う
さ
せ
る
気
持
ち
が
何
な
の
か
、
彼
に
も
よ
く
わ
か
ら
な

い
。
怒
り
、
憎
悪
、
悲
し
み
、
恐
怖
、
ど
れ
で
も
あ
り
、
ど
れ
で
も
な
い
。
た
だ
複
雑
で
巨
大
な
感
情
が

彼
を
動
か
し
続
け
る
。

ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
は
そ
れ
を
た
だ
見
て
い
る
。
あ
ん
な
に
大
事
に
し
て
い
た
林
檎
な
の
に
、
そ
れ
が
ひ
と

つ
ず
つ
も
ぎ
取
ら
れ
て
い
く
の
を
止
め
ず
に
見
て
い
る
。
我
な
が
ら
不
思
議
な
現
象
だ
、
き
っ
と
林
檎
よ

り
も
大
切
な
も
の
が
、
自
分
に
は
見
つ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

す
る
と
突
然
、
そ
こ
に
隣
人
が
数
人
通
り
か
か
る
。
ひ
た
す
ら
実
を
も
ぎ
と
る
見
知
ら
ぬ
男
を
見
て
、

当
然
の
流
れ
で
声
を
か
け
る
。

「
お
い
、
な
に
を
や
っ
て
い
る
」

ス
サ
ノ
オ
は
反
応
す
る
気
配
を
見
せ
な
い
。
隣
人
た
ち
が
抑
え
に
か
か
ろ
う
と
し
た
そ
の
時
、
ア
プ
ロ

デ
ィ
テ
が
言
い
放
つ
。

「
待
っ
て
下
さ
い
。
彼
に
は
、
私
が
頼
ん
だ
の
で
す
。
今
年
の
林
檎
は
出
来
が
悪
く
、
放
っ
て
お
い
て

ら
木
そ
の
も
の
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
う
な
る
前
に
私
が
彼
に
取
っ
て
も
ら
う
よ
う
頼
み
ま
し

た
」な

ん
な
の
だ
ろ
う
、
こ
の
感
覚
は
。
良
く
分
か
ら
な
い
け
ど
、
彼
女
の
心
中
は
穏
や
か
だ
。

そ
の
一
言
を
聞
い
て
、
ス
サ
ノ
オ
も
動
き
を
止
め
る
。
自
分
は
何
か
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
を
し

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
と
、
非
の
無
い
相
手
に
か
ば
わ
れ
る
と
い
う
初
め
て

の
経
験
と
が
入
り
混
じ
っ
て
、
彼
は
木
か
ら
離
れ
る
。
そ
し
て
ス
サ
ノ
オ
は
何
も
言
葉
を
発
し
な
い
ま
ま
、

来
た
道
を
も
う
一
度
戻
っ
て
い
く
。
少
女
は
何
か
を
受
け
入
れ
た
か
の
よ
う
に
、
そ
の
小
さ
く
な
っ
て
い

く
後
ろ
姿
を
ず
っ
と
眺
め
て
い
る
。



Ｖ雨
が
降
り
始
め
て
い
た
。
そ
の
勢
い
は
指
数
関
数
の
よ
う
に
増
し
つ
づ
け
、
や
が
て
耳
に
入
っ
て
く
る

音
は
雨
と
陸
の
衝
突
音
だ
け
と
な
っ
た
。
ス
サ
ノ
オ
の
歩
み
は
止
ま
ら
な
い
。

四
国
へ
来
て
よ
か
っ
た
。
四
国
に
な
ん
か
来
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
二
つ
の
真
理
が
二
律
背
反
と
化
し

て
ス
サ
ノ
オ
を
左
右
か
ら
押
し
つ
ぶ
す
。

答
え
は
見
つ
か
っ
た
。
自
分
が
探
し
て
い
た
も
の
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。
彼
が
探
し
て
い
た
も
の
は
、
探

さ
な
く
な
る
自
分
だ
っ
た
。
探
し
も
の
な
の
だ
か
ら
当
た
り
前
と
い
え
ば
当
た
り
前
な
の
だ
け
ど
、
自
分

が
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
自
分
の
も
の
を
探
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
同
じ
目
を

し
た
あ
の
少
女
と
出
会
い
、
自
分
を
見
る
よ
う
に
相
手
を
見
て
初
め
て
、
自
分
か
ら
目
を
離
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
気
づ
い
た
。
そ
う
し
た
ら
、
わ
け
も
な
く
欲
し
続
け
る
自
分
も
も
う
ど
こ
か
へ
消
え
て
い
た
。

し
か
し
失
っ
た
も
の
は
も
っ
と
大
き
か
っ
た
。
い
や
、
自
分
は
何
も
失
っ
て
い
な
い
。
と
て
つ
も
な
く

大
き
な
も
の
を
、
失
わ
せ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
自
分
は
答
え
を
得
た
が
、
答
え
を
得
た
自
分
に
と
っ

て
そ
の
結
果
は
と
て
も
大
き
な
喪
失
だ
っ
た
。

体
に
打
ち
付
け
る
象
徴
的
な
雨
が
、
自
分
の
過
去
を
、
自
分
の
考
え
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
流
し
去
っ
て
い

く
。ふ

と
視
線
を
上
げ
周
り
を
見
渡
す
と
、
そ
こ
に
あ
る
景
色
は
全
く
違
っ
た
も
の
に
見
え
た
。
物
理
的
に

は
同
じ
だ
け
れ
ど
も
、
景
色
と
し
て
は
全
く
違
う
。
急
に
今
ま
で
気
に
な
ら
な
か
っ
た
色
ん
な
も
の
が
気

に
な
り
始
め
た
。
あ
の
畑
の
野
菜
は
こ
の
雨
で
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
か
、
あ
の
古
い
民
家

の
中
に
誰
か
住
ん
で
い
る
と
し
た
ら
こ
の
雨
で
困
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
友
人
た
ち
は
今
何
を
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
、
父
は
今
ひ
と
り
で
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

歩
き
続
け
、
海
岸
ま
で
辿
り
着
い
た
ス
サ
ノ
オ
は
瀬
戸
大
橋
を
渡
り
戻
ろ
う
と
し
て
い
た
。
遠
く
か
ら

列
車
が
近
づ
い
て
く
る
音
も
聞
こ
え
る
。
海
を
渡
っ
て
帰
ろ
う
か
と
再
び
歩
き
始
め
た
そ
の
時
、
海
岸
に

近
い
少
し
先
の
線
路
の
脇
に
な
に
や
ら
白
い
影
が
見
え
た
。
シ
ル
エ
ッ
ト
か
ら
判
断
す
る
に
ど
う
や
ら
狐

の
よ
う
だ
。
豪
雨
で
は
っ
き
り
と
は
目
視
で
き
ず
、
し
っ
ぽ
が
何
本
も
あ
る
よ
う
に
見
え
る
く
ら
い
に
ぼ

ん
や
り
と
し
か
見
え
な
い
。
し
か
し
そ
の
足
元
に
あ
る
赤
い
異
物
は
は
っ
き
り
と
認
識
で
き
る
。
そ
の
狐

は
血
を
流
し
て
い
る
よ
う
だ
。
列
車
が
近
付
い
て
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
動
こ
う
と
し
な
い
、
動
け

な
い
の
だ
ろ
う
。
ス
サ
ノ
オ
の
心
は
ざ
わ
つ
い
た
。
す
る
と
、
ガ
タ
ン
と
大
き
な
音
が
し
た
。
雨
に
足
を

滑
ら
せ
て
か
、
列
車
が
脱
線
し
て
い
た
。
回
送
と
い
う
文
字
を
誇
示
し
な
が
ら
進
み
つ
づ
け
る
そ
の
列
車

は
、
ま
る
で
意
図
的
で
あ
る
か
の
よ
う
に
動
け
な
い
狐
を
め
が
け
猛
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
っ
た
。
ス
サ

ノ
オ
は
走
り
出
し
て
い
た
。

迷
え
る
少
年
が
傷
つ
い
た
狐
を
拾
い
抱
え
、
暴
走
す
る
列
車
の
前
を
寸
前
の
と
こ
ろ
で
通
過
す
る
と
、

そ
の
列
車
は
そ
の
ま
ま
直
進
し
海
へ
向
か
っ
て
い
っ
た
。
爆
発
音
の
よ
う
な
大
き
な
鳴
き
声
と
と
も
に
、

八
両
の
鉄
の
塊
は
大
き
な
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
海
底
へ
沈
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
水
面
に
現
れ
た
無
数
の
気

泡
は
、
な
に
か
そ
こ
か
ら
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
わ
せ
ぶ
り
を
与
え
る
く
ら

い
、
美
し
く
て
温
か
い
泡
だ
っ
た
。



エ
ピ
ロ
ー
グ

イ
ザ
ナ
ギ
は
走
っ
て
い
た
。
か
つ
て
は
愛
し
合
い
、
多
く
の
も
の
を
共
に
こ
の
世
に
産
み
落
と
し
た
相

手
か
ら
、
今
は
必
死
に
逃
げ
て
い
た
。

火
の
神
ヒ
ノ
カ
グ
ツ
チ
を
生
ん
だ
と
き
、
愛
す
る
イ
ザ
ナ
ミ
は
自
ら
の
肉
体
を
そ
の
生
ん
だ
ば
か
り
の

我
が
子
に
焼
か
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
死
ん
だ
イ
ザ
ナ
ミ
を
追
い
掛
け
て
、
イ
ザ
ナ
ギ
は
黄
泉
の
国
へ
と

向
か
う
。
や
っ
と
の
思
い
で
イ
ザ
ナ
ミ
を
見
つ
け
、
地
上
へ
帰
ろ
う
と
誘
う
。
イ
ザ
ナ
ミ
は
答
え
る
。

「
黄
泉
の
国
の
食
べ
物
を
食
べ
た
私
は
も
う
こ
こ
か
ら
出
ら
れ
ま
せ
ん
。
で
も
あ
な
た
が
そ
う
仰
る
な

ら
、
黄
泉
の
国
の
神
に
相
談
し
て
み
ま
す
。
た
だ
し
そ
の
間
は
、
決
し
て
私
を
見
な
い
で
く
だ
さ
い
」

し
か
し
、
い
く
ら
待
っ
て
も
イ
ザ
ナ
ミ
は
現
れ
な
い
。
し
び
れ
を
き
ら
し
た
イ
ザ
ナ
ギ
は
イ
ザ
ナ
ミ
を

見
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
に
は
幾
多
も
の
雷
神
に
全
身
を
蝕
ま
れ
、
見
る
も
無
残
な
姿
に
成
り
果
て

て
し
ま
っ
た
イ
ザ
ナ
ミ
が
い
た
。
取
り
憑
か
れ
た
様
に
彼
女
は
言
っ
た
。

「
よ
く
も
私
に
恥
を
か
か
せ
た
な
」

黄
泉
の
国
の
軍
勢
と
と
も
に
追
い
か
け
て
く
る
イ
ザ
ナ
ミ
に
つ
か
ま
ら
な
い
た
め
に
、
イ
ザ
ナ
ギ
は
逃

げ
た
。
つ
か
ま
っ
た
ら
自
分
も
こ
こ
に
残
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま
だ
ま

だ
未
完
成
の
ま
ま
の
地
上
の
国
が
未
完
成
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
。
自
分
は
戻
っ
て
世
界
を
作
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
ザ
ナ
ギ
は
走
り
、
遂
に
地
上
ま
で
逃
げ
延
び
黄
泉
の
国
の
入
り
口
を
大
き
な
石
で
塞

い
だ
。

黄
泉
の
国
か
ら
帰
っ
て
き
た
イ
ザ
ナ
ギ
は
、
ま
っ
さ
き
に
そ
の
汚
さ
れ
た
体
を
洗
っ
た
。
す
る
と
、
左

目
を
洗
っ
た
時
に
ア
マ
テ
ラ
ス
が
生
ま
れ
、
右
目
を
洗
っ
た
時
に
ツ
ク
ヨ
ミ
が
生
ま
れ
、
鼻
を
洗
っ
た
時

に
ス
サ
ノ
オ
が
生
ま
れ
た
。

イ
ザ
ナ
ギ
は
彼
ら
に
こ
の
世
界
を
託
す
べ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
納
め
る
も
の
を
与
え
た
。
ア
マ
テ
ラ
ス
に

は
天
界
を
、
ツ
ク
ヨ
ミ
に
は
夜
を
、
そ
し
て
ス
サ
ノ
オ
に
は
海
を
治
め
さ
せ
た
。
無
数
の
海
流
が
複
雑
に

交
錯
し
、
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
は
お
互
い
に
混
ざ
り
合
い
形
を
変
え
る
海
。
ス
サ
ノ
オ
は
そ
ん
な
海
を
象
徴

す
る
か
の
よ
う
に
、
終
わ
る
こ
と
な
く
ぶ
つ
か
っ
て
傷
つ
い
て
変
わ
っ
て
生
き
て
い
く
。
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卒業制作「リンゴの唄」 解説

今回自分で神話を作成するに当たり、どのような構成にするかをまず考えた。

卒業制作の全体的な内容として、古来ほぼ変容することなく伝わってきた神話を現代風

にアレンジし、多文化共生や対話といったキーワードにつながるメッセージを伝える、と

いうテーマを持って取り組みたいと考えた。そこで、現代に伝わっている主要な神話にな

ぞらえて、いくつかの神話を組み合わせることでそういったテーマを表現できないかと考

えた。今回取り上げたのは日本神話に登場するスサノオとギリシア神話に登場するアプロ

ディテ。

スサノオを取り上げた大きな理由は、彼が途中で大きく変容するからである。今回参考

にした古事記においても、スサノオは序盤では悪役として描かれ数々の粗暴な言動が描写

されるが、途中からは打って変わって正義のヒーロー的な一面を見せる。古事記において

はこの変容に関してのバックグラウンドや具体的なきっかけは描かれていないが、ここの

変化のポイントで対話や共生につながる出来事を考えたいと思い、スサノオとそのストー

リーを取り上げることにした。

アプロディテを取り上げた最大の理由は、ギリシア神話において彼女がとても本能的で

極端な性質を持って描かれていたからであった。今回私が構想していたストーリーの大き

なテーマとして「自分という軸で何事も考えていた人が相手を軸にして考えるようになる」

というものがあり、アプロディテはまさにその変化する前の自分の欲望の思うがままに行

動する人物像をわかりやすく表現しているものだと感じたため、登場人物として取り上げ

ることにした。

ストーリーに関しては、古事記におけるスサノオをめぐる物語を踏襲して作ることにし

た。スサノオの物語が現代であったらどういう背景やストーリーになるのだろうか、と考

え文章の至るところに2012年現代を思い起こさせるような比喩や言葉を意識的にちりばめ

た。例えば、直接的な表現で言えば I の第二段落で「近代化が進む時代の中で」というフレ

ーズを入れたり、Ⅲで「ファミリーマート」や「三菱ふそう」といった産業社会のイコン

的な存在を入れたりすることで、これが昔ではなく今を舞台にしたものであると思っても

らうことで、読者により親和性や当事者意識を持って読んでもらいたいという意図があっ

た。

アプロディテはギリシア神話において様々な説話が残されているが、私が調べた限りそ



れらはどれも独立したひとつひとつのエピソードだったため、そういったエピソードをア

プロディテのキャラクター描写に活かそうと考えた。物語に登場する場所としては、古事

記のスサノオをめぐるストーリーにおけるアマテラス大御神が登場する場面で登場させる

こととした。古事記においてもアマテラスに会う前と会った後でスサノオは変化を見せて

いる。古事記ではアマテラスはなにも悪事を働かない善玉のキャラクターだが、今回ここ

に悪玉のアプロディテを配置することで、スサノオの独立的な変化ではなくアプロディテ

とスサノオという二人の登場人物の相互的な変化を描こうという狙いのもとに、この位置

にアプロディテを登場させることにした。

ストーリーの中身の説明をすると、まずプロローグではアプロディテの誕生経緯を簡潔

に描くことにした。ウラノスが自らの子を姿形が違うだけで否定したというエピソードを

載せたのは、共生の障壁のひとつであると考える固定観念や先入観を象徴するものである

と感じたためだ。また、唯一のセリフであるウラノスの「お前も、やがてお前の息子に復

讐される時が来るであろう」という言葉は、憎しみの連鎖を表現する意図で入れたもので

あった。この世を自分の思い通りにしたいがあまり自らの子をもタルタロス（奈落）送り

にしてしまうウラノス、そしてそのウラノスを成敗するも自分も息子をガイアの胎内に押

し込めたために息子であるゼウスに討たれることとなるクロノス。自分という軸を押し通

そうとする限り負の連鎖が続き、対話をしようとする姿勢には結びつかないということを

訴える目的でこのセリフを入れた。しかし、ゼミ生と先生に先日読んでもらった際になか

なか一文だけでは伝わらないのではないかという感触も得たのだが、迷いながらも引き続

き載せたままとすることにした。

本章に入ると、まず物語の設定の説明から始めた。舞台とした瀬戸内海はイザナギとイ

ザナミがいわゆる「国生み」を行った舞台であり、日本神話の象徴的な場面であることか

らこの場所を選んだ。イザナギが土木関係の仕事に就き埋立地をつくっているのもここに

由来し、国生みで日本列島を産み落としたという部分を現代風なメタファーで言い表そう

という狙いがあった。エピローグでもあるように古事記においてはイザナギがイザナミを

振り払った後にスサノオが生まれるが、そこを現代的に変換するとなかなかの飛躍をうん

でしまいそうであると判断したためオブラートに包み答えを出さないという選択をした。

スサノオの描写は私自信が古事記を読んで抱いた印象を、現代の感覚や言葉で表現して

みようと意識した。エピソードも現代の学生がどこか親近感を抱きつつも神話の中にいる

スサノオを崩さないように意識した。

古事記においてスサノオは母であるイザナミに会いたいと泣き叫ぶため地上を追い出さ

れるが、乱暴ななかにあるそういったスサノオの繊細な一面にどこか放っておけないよう

な、どうにかしてあげたくなるような人間性を感じた。彼が後にヒーロー的な描写に変化

するのも、この「母に会いたい」という人を想う温かい心を最初から持っていたという種



まきが利いたストーリーであると感じた。私はフランツ・カフカの小説が好きで数冊読ん

だことがあるが、彼が一貫して描く不条理さのようなものは彼自身がチェコに住むユダヤ

人というまさに外国にルーツをもつ人間として育ったことから「所属」を感じることが「ア

イデンティティ」につながると考えるところからくる部分もあった。そのように、スサノ

オも自分の母親という大切な「所属」あるいは「バックグラウンド」がわからないことに

よって不安定さが生まれてしまうのではないかと考えた。そういった不安定さをどうやっ

て乗り越え変化していくかが今回の物語の大きなテーマの一つでもあった。

Ⅱ章に入りアプロディテに関しての記述が始まるが、舞台に四国を選んだのはまずアプ

ロディテの出生がキプロスという島国であったこと、さらに国生みの舞台である瀬戸内海

に面しているということ、そして四国＝死国＝黄泉の国というメタファーでスサノオが求

めている世界を表現したかった、という意図があってのことだった。

アプロディテに関しては自分の思い通りにするためには手段を選ばないような所謂同性

に嫌われる女性をイメージし、具体的かつ極端なエピソードを交えて描写した。実際ギリ

シア神話においても色話がとても多いため、現代的に変換してなるべく現実的に描写する

よう心がけた。エピソードの中で大事なのがサッカー部の男の子との話で、以前はどんな

に輝いていても自分に利益がないと考えたらこの初期のアプロディテであったら迷いもな

く切り捨てるという性格を描くことが自分の中のポイントであった。そんなアプロディテ

が後半で、自分の利益などとは関係なくスサノオのことをかばう、というところに彼女が

変化する重要な対比を描こうという狙いがあった。余談だが、エピソードに取り上げた花

畑に咲くスイセン、花言葉は「うぬぼれ」「自己愛」「エゴイズム」だ。

アプロディテも神話では実の親ではない女神に育てられたと記述されているため、先述

したようなスサノオの不条理さからくる不安定さを表現しようとした。

りんごという今回の物語の象徴的なアイテムの由来は、まずアプロディテの説話で「黄

金の林檎事件」というトロイア戦争の発端となる事件があり、りんごがアプロディテに馴

染みのあるものであったということ、さらに古事記においてスサノオがアマテラスの畑を

荒らすが、それを再現するためになにかアプロディテが大事に栽培しているものを登場さ

せたいという狙いがあったためだ。アプロディテが林檎を見ていて安心するのは、自分が

傷つかないために変わることをやめたアプロディテと、季節を追うごとに形を変えるりん

ごの対比を意図し、無意識に変わることを欲しているアプロディテを表現したかった。

そんなりんごがⅣ章に入ってスサノオの目に入った時、それはスサノオに「自分が変わ

ろうとすること、相手を知ろうとすることで初めて人と対話を始める一歩が踏み出せる」

ということをつきつける役割をもっていた。それを簡単には受け入れられないスサノオは

その提示から逃げるためにりんごの木を荒らし始めるが、アプロディテのスサノオをかば

う一言で気づき受け入れる。これはスサノオがアマテラスの畑を荒らす場面を踏襲してい



て、古事記ではアマテラスが一言かばうだけのシーンだが、自分本位だったアプロディテ

が変わるシーン、そしてスサノオがこの命題に気づくシーンとして重要な台詞として位置

づけた。

Ｖ章は天界を追い出された後にヤマタノオロチを退治するスサノオのエピソードを踏襲

したものだった。自分の考えが変わり新たな人生を歩み始めようとしたその一歩が他者を

助けようとする行為であった。ここで登場する狐は中国神話に登場する「九尾の狐」をイ

メージして描いた。九尾の狐は殷の紂王を変えたように良くも悪くも「人を変える」象徴

として描かれていた側面がある。ここではスサノオの良き変化を手助けするとともに、日

本・ギリシアに加えて他の国の神話性も取り入れたいという狙いがあった。八両の電車は

八つの頭を持つヤマタノオロチを連想してもらえるようにし、最後の水しぶきから生まれ

る泡はアプロディテの生まれた瞬間をなかば再現するようなかたちで二人の他者を想う温

かい気持ちを言葉で表現する意図があった。

エピローグでスサノオの生い立ちを描写したのは、彼が海を司る神であるからというと

ころが大きい。私の個人的なイメージではグローバル化して人や文化が入り混じる現代は

「海」のようなイメージが強く、最後の段落で描いているように海流が入り混じる大海を

司るスサノオは共生や対話というテーマに対して感覚的にすごくフィットする人物像であ

った。

途中で触れてきたようにこの物語で表現したかった最も大きなテーマは「自分中心に物

事を考えていた二人が、他者を想い始めることで変化する」ということで、これはどちら

か一方ではなく二人がお互いに作用しているという Reflexive な側面を、神話になぞらえ

る形で表現したかった。そういった私が感じた多文化共生へのキーが読者に伝われば嬉し

い。


